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の
周
知
を
。
e
安
全
講
習
会
の
検

討
を
。
r
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
や
自
転
車

保
険
の
普
及
促
進
を
。
t
関
係
機

関
と
連
携
し
、
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
な
ど
、
自
転
車
安
全
利
用

の
条
例
制
定
へ
の
取
り
組
み
を
。

都
市
環
境
事
業
部
長
　
q
夜
間

高
視
認
性
舗
装
な
ど
、
事
故
防
止

に
努
め
て
い
る
。
国
や
都
な
ど
へ

の
申
し
入
れ
や
連
携
を
図
り
、
改

善
に
努
め
る
。
w
各
種
広
報
や
交

通
安
全
教
育
等
で
周
知
を
図
る
。

e
年
齢
層
ご
と
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を

絞
っ
て
の
取
り
組
み
を
計
画
す
る
。

r
賠
償
保
険
制
度
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
周
知
を
図
る
。
t
都
の
条

例
制
定
を
視
野
に
入
れ
た
検
討
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

放
射
線
対
策
に
つ
い
て

q
給
食
１
食
分
の
放
射
性
物
質

検
査
の
結
果
の
公
表
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
限
ら
ず
、
学
校
か
ら
通
知

す
る
こ
と
な
ど
も
考
慮
し
て
は
。

w
放
射
性
物
質
検
査
の
内
容
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
e
内
部
被
曝
に

対
す
る
見
解
と
、
健
康
被
害
へ
の

区
民
の
不
安
解
消
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。
r
保
護
者
の
心
配
に

対
し
、
健
康
診
断
に
よ
る
病
気
の

早
期
発
見
の
対
策
な
ど
、
検
討
を
。

区
長
　
q
当
該
の
学
校
や
保
育

園
に
提
示
し
、
保
護
者
へ
お
知
ら

せ
す
る
。
w
ミ
キ
サ
ー
等
で
粉
砕

し
、
精
密
核
種
分
析
す
る
。
４
月

か
ら
毎
週
月
曜
日
に
学
校
は
６
校
、

保
育
園
は
５
園
ず
つ
実
施
す
る
。

品
川
区
保
健
所
長
　
e
体
外
に

排
出
す
る
ま
で
は
被
曝
が
続
く
こ

と
か
ら
、
大
き
な
問
題
だ
。
国
の

方
針
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
、
適

切
に
対
処
す
る
。
r
乳
幼
児
健
診

に
お
い
て
問
診
を
丁
寧
に
実
施
し
、

学
校
の
健
康
診
断
の
充
実
を
図
る
。

q
防
災
計
画
は
時
期
や
時
間
帯

を
い
く
つ
か
想
定
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
。
w
指
定
避
難
所
以
外

で
避
難
所
に
な
る
場
所
は
。
e
指

定
管
理
制
度
で
運
営
す
る
施
設
な

ど
の
体
制
は
。
r
消
防
署
や
警
察

一 般 質 問

品川区消費生活展　

署
な
ど
の
Is
値
の
把
握
等
を
。

t
区
内
の
駅
や
企
業
な
ど
と
3
災

害
時
ど
の
よ
う
に
情
報
交
換
を
す

る
の
か
。
e
現
在
の
連
携
は
。

y
都
と
の
連
携
は
。
u
帰
宅
困
難

者
を
受
け
入
れ
る
体
制
と
し
て
、

区
内
民
間
施
設
と
協
定
を
結
び
、

活
用
で
き
る
よ
う
に
働
き
か
け
を
。

i
都
は
、
東
京
に
お
け
る
緊
急
輸

送
道
路
沿
道
建
築
物
の
耐
震
化
を

推
進
す
る
条
例
を
平
成
23
年
４
月

に
施
行
し
た
。
3
対
象
と
な
る
建

物
に
つ
い
て
、
制
度
の
周
知
を
し

て
き
た
の
か
。
e
関
係
す
る
各
種

団
体
と
の
連
携
は
。
悪
質
業
者
な

ど
の
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
応
が
必
要
で

は
。
o
ペ
ッ
ト
の
被
災
時
の
対
応

は
。
!0
飼
い
主
に
ル
ー
ル
等
を
理

解
し
て
頂
く
た
め
、
講
習
会
な
ど

に
よ
る
周
知
を
。
!1
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

と
事
前
に
協
定
を
結
び
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
窓
口
を
確
保

し
て
は
。
!2
被
災
地
派
遣
職
員
の

経
験
を
集
約
し
、
今
後
の
計
画
に

反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

区
長
　
q
被
害
が
最
悪
と
な
る

状
況
を
考
慮
し
、
対
策
を
位
置
づ

け
て
い
る
。
w
補
完
避
難
場
所
な

ど
を
設
け
て
い
る
。
e
法
人
が
設

置
し
た
施
設
で
も
適
切
な
対
応
が

行
わ
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。
r
情

報
収
集
を
し
て
い
く
。
t
3
J
Ｒ

主
要
駅
に
デ
ジ
タ
ル
移
動
通
信
機

を
配
備
し
て
い
る
な
ど
だ
。
e
Ｃ

Ｓ
Ｒ
協
議
会
等
の
場
を
活
用
し
、

協
働
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
y
首
都
直
下
地
震
帰
宅
困

難
者
等
対
策
協
議
会
の
検
討
内
容

が
都
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
て
い
る

な
ど
だ
。
u
企
業
に
よ
る
留
め
置

き
と
、
民
間
施
設
を
活
用
し
た
受

け
入
れ
と
い
う
両
面
を
検
討
し
て

い
く
。
i
3
都
区
職
員
で
戸
別
訪

問
や
説
明
会
を
行
っ
た
。
e
都
で

は
東
京
都
建
築
士
会
等
３
団
体
と

協
定
を
締
結
し
、
耐
震
診
断
を
行

う
際
に
は
こ
れ
ら
の
団
体
を
紹
介

す
る
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

o
学
校
避
難
所
連
絡
会
議
の
中
で

協
議
し
、
ル
ー
ル
を
決
め
る
べ
き

こ
と
と
考
え
る
。
!0
動
物
愛
護
週

間
に
災
害
時
の
保
護
対
策
の
周
知

を
図
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
講
習

会
等
の
機
会
も
と
ら
え
て
啓
発
を

行
う
。
!1
ニ
ー
ズ
と
活
動
を
マ
ッ

チ
ン
グ
で
き
る
シ
ス
テ
ム
や
専
門

的
な
団
体
と
の
協
力
体
制
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。
!2
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
も
行
っ
て
お
り
、
計
画
改
訂

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
つ
い
て

q
区
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
把
握
と

連
携
に
つ
い
て
、
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。
w
寄
附
を
し
た
と

き
地
方
税
が
減
免
に
な
る
対
象
法

人
の
範
囲
を
定
め
る
た
め
の
条
例

や
、
自
治
体
が
個
別
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
を
指
定
で
き
る
条
例
の
改
正
へ

の
区
の
考
え
は
。
e
多
く
の
区
内

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

に
な
る
こ
と
を
め
ざ
せ
る
よ
う
に

制
度
の
周
知
徹
底
を
。
r
新
寄
附

税
制
の
周
知
な
ど
の
取
り
組
み
を
。

t
区
に
担
当
窓
口
を
設
置
し
て
は
。

地
域
振
興
事
業
部
長
　
q
24
年

２
月
現
在
245
団
体
で
、
約
50
法
人

が
区
と
連
携
し
て
い
る
。
こ
み
ゅ

に
て
ぃ
ぷ
ら
ざ
八
潮
の
機
能
充
実

を
図
り
連
携
を
深
め
る
。
w
都
で

審
議
中
の
認
定
基
準
等
の
詳
細
な

ど
を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

e
r
広
報
紙
等
で
寄
附
金
税
制
の

変
更
等
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
た

な
ど
だ
。
今
後
も
周
知
を
し
て
い

く
。
t
地
域
活
動
課
協
働
・
ふ
れ

あ
い
サ
ポ
ー
ト
係
が
社
会
貢
献
活

動
の
支
援
を
所
掌
し
て
い
る
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

q
空
き
家
の
問
題
を
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
w
区
内

の
空
き
家
の
現
状
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。
e
空
き
家
の
実
態
調
査

を
行
う
べ
き
で
は
。
r
警
察
や
消

防
と
連
携
し
て
対
策
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
。
t
こ
こ
１

年
で
全
国
的
に
空
き
家
対
策
条
例

が
制
定
さ
れ
て
い
る
。
問
題
解
決

に
は
有
効
的
と
思
う
が
、
見
解
は
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
倒
壊
な
ど
の
危
険
性
や
防
犯
、

防
災
、
景
観
、
衛
生
な
ど
の
面
で

課
題
だ
。
w
20
年
の
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
一
戸
建
て

の
老
朽
空
き
家
は
590
戸
だ
。
e
私

有
財
産
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

個
別
に
慎
重
に
調
査
す
べ
き
だ
。

r
必
要
に
応
じ
て
連
携
し
て
い
く
。

t
既
に
条
例
化
し
た
自
治
体
の
成

果
等
を
見
据
え
、
研
究
し
て
い
く
。 品川区防災フェア

石田　慎吾　議員（民・改）

震災対策について

女
性
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

金
野
　
孝
子
　
議
員

（
公
明
）

談
機
能
の
充
実
を
図
る
中
で
提
案

の
趣
旨
を
生
か
す
。

胆
道
閉
鎖
症
早
期
発
見
の
た
め
の
、

便
の
色
見
本
に
つ
い
て

q
母
子
健
康
手
帳
に
挿
入
の
色

見
本
は
カ
ー
ド
式
と
聞
い
て
い
る
。

使
用
す
る
際
に
分
離
で
き
る
よ
う

な
方
法
を
。
w
既
に
手
帳
を
交
付

さ
れ
て
い
る
新
生
児
を
持
つ
保
護

者
に
も
色
見
本
の
配
布
を
。

品
川
区
保
健
所
長
　
q
分
離
し

て
実
際
の
便
と
比
較
し
て
見
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

w
４
月
以
降
は
希
望
の
方
に
見
本

を
渡
せ
る
よ
う
準
備
し
て
い
く
。

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

q
自
転
車
ナ
ビ
マ
ー
ク
な
ど
の

取
り
組
み
を
国
等
に
働
き
か
け
、

交
差
点
な
ど
で
の
自
転
車
事
故
の

防
止
を
。
w
歩
道
で
の
ス
ピ
ー
ド

の
出
し
過
ぎ
な
ど
悪
質
な
場
合
は
、

検
挙
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

q
厚
生
労
働
省
は
、
平
成
21
年

度
よ
り
女
性
の
健
康
支
援
対
策
事

業
で
、
女
性
の
健
康
に
関
す
る
実

態
調
査
や
保
健
師
な
ど
健
康
相
談

員
の
育
成
等
の
事
業
を
地
方
自
治

体
に
委
託
し
、
そ
の
成
果
を
広
く

地
方
公
共
団
体
に
普
及
・
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
女

性
の
健
康
支
援
が
大
切
な
の
か
。

w
健
康
相
談
な
ど
の
成
果
を
ど
の

よ
う
に
生
か
し
拡
充
す
る
考
え
か
。

e
女
性
の
健
康
支
援
施
策
に
特
化

し
た
所
管
の
新
設
と
、
女
性
の
健

康
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創
設
を
。

品
川
区
保
健
所
長
　
q
性
別
に

よ
り
疾
患
の
罹
患
状
況
が
異
な
る

な
ど
、
差
異
を
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
だ
。
w
取
り
組
み
を
し

た
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
、

出
張
健
康
学
習
の
充
実
や
健
康
づ

く
り
推
進
委
員
な
ど
の
活
躍
の
場

の
拡
充
を
工
夫
し
て
い
く
。
e
各

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
男
女
を
問
わ

ず
健
康
に
関
す
る
相
談
を
し
て
お

り
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
医
療
機

関
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
後
も
相

不
登
校
対
策
に
つ
い
て

q
不
登
校
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
不
登
校

の
定
義
の
対
象
外
と
さ
れ
る
児
童

・
生
徒
も
含
め
た
対
応
は
。
w
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
現
状
と

今
後
の
活
用
は
。
e
教
育
セ
ン
タ

ー
な
ど
へ
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
導
入
し
て
は
。

教
育
次
長
　
q
独
自
の
調
査
を

毎
月
実
施
し
、
報
告
を
も
と
に
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
保
護
者

と
直
接
協
議
し
て
い
る
な
ど
だ
。

w
相
談
業
務
の
ほ
か
、
家
庭
訪
問

や
関
係
機
関
と
の
仲
介
な
ど
、
活

発
に
活
動
し
て
い
る
。
e
事
例
に

よ
っ
て
は
区
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
が
関
わ
り
、
対
応
し
て
き
た
。

人
材
の
確
保
や
養
成
等
の
課
題
が

残
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
の
取
り

組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
い
く
。


